








オノマトペジェスチャーゲーム
音をカラダで表現すると？音や状態をあらわす言葉音をカラダで表現すると？音や状態をあらわす言葉
“オノマトペ＂をジェスチャーだけで伝えよう。“オノマトペ＂をジェスチャーだけで伝えよう。

3 種類以上の違ったポーズを考える。
紙に “ オノマトペ ” を書いて、折りたたむ。

書いてあるオノマトペを、
ジェスチャーだけで伝える。

どのポーズにするか互いに内緒で、
「せーのっ」の掛け声で一斉にポーズをする。①を箱などの入れ物に集める。

当てる人は、
何のオノマトペかを考えて答える。

 ポーズが合ったら成功！ジェスチャーする人は、箱の中から紙を 1 枚引いて、
相手に見えないように確認する。

役割を交代しながら、何度もやってみよう！

遊び方
遊び方
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合わせて！あうんのポーズ
しゃべらなくたって、伝わるよ！しゃべらなくたって、伝わるよ！
あうんの呼吸で相手と一緒に同じポーズになれるかな？！あうんの呼吸で相手と一緒に同じポーズになれるかな？！

【 用意するもの 】
　・紙…好きな数　・箱など
　・ペンやえんぴつなど

【 用意するもの 】
　・なし

参加者が増えると難しさがアップするよ。その分、息がぴっ
たり合った時の楽しさは倍増するかも？！

2人でも、大人数でも遊べるよ。制限時間を決めて、
いくつ当てられるかに挑戦しても楽しいよ。
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遊びのレシピ

「遊び」がみつかる！
お役立ちサイト

　そんな日常の中にある「何しようかな？」に役立つサイトをご紹介します。
　特別な材料や道具がなくても手軽にすぐできる「遊び」から、子どもと一緒に準備をし
て取り組む「イベント・行事」のような活動まで、全国の児童館が開発したさまざまな「遊び」
が満載です。

番 外 編番 外 編

お楽しみ会、

せっかくだからみんなで

盛り上がりたいな

あの子、「ヒマ！何か

することない？」って

いつも言ってるなぁ…

長期休みは

毎日何をしたらいいか

なやむなぁ…

土曜日は、

いつもより

ゆっくり遊べるね

雨の日、何をして

過ごそうかな？

◆児童館・児童クラブの情報サイト「コドモネクスト」
準備がいらない、ルールがかんたん、一人でも大勢でも楽しめる！
いろいろな種類の遊びを紹介しています。
https://kodomo-next.jp

◆（一財）児童健全育成推進財団ホームページ
「児童館の遊びのプログラム」のマニュアル・レシピを公開しています。
イベントや行事などで活用できる「遊び」を紹介しています。
https://www.jidoukan.or.jp/info/news/ead9a7deb92b

◆いわて子どもの森 Facebook
https://www.facebook.com/iwatekodomonomori/

◆いわて子どもの森 Instagram
https://www.instagram.com/iwatekodomonomori/

子どもたちが、自ら考えたり工夫したりできるような、

主体性を大切にした児童館らしい「遊び」ばかりです。

子どもたちと一緒に、お気に入りを見つけてみてください。

▲子どもの森
　フェイスブック

▲児童健全育成推進
　 財団ホームページ

▲子どもの森
　インスタグラム
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子どもたちには、家で眠っている使わないおもちゃを
持ってきてもらいます。

基本の遊び方

遊び方の発展

査定
持ち込まれたおもちゃを、下記のポイントを参考
にして査定する。
　・そこそこのおもちゃ→１ポイント
　・まあまあのおもちゃ→２ポイント
　・なかなかのおもちゃ→３ポイント
　・とってもいいおもちゃ
　　→査定者の好きなだけポイントをつける
　　　　　　　　　　　　　  ＝感動ポイント

1

ポイントをためる方法
●　①～④の工程ごとにブースを設けて、『おしごと』
　として子どもたちが運営できるようにする。
　働いた時間に応じて給料＝「カエルポイント」を
　カードに押す。

【査定 / 買取】……『銀行』
【値付け/ 陳列】……『問屋』
【交換（購入）】……『レジ』

●　おもちゃを持って来ていない子もポイントをためる　
　ことができるように、『チャレンジゲーム』や『工作
　コーナー』、『対戦ゲームコーナー』などを準備する。
　「クリアしたら・作ったら○ポイント」「勝ったら○　
　ポイント、負けたら○ポイント」など、遊びながら
　ポイントをためることもできる。

オークションの開催
●　査定で「とってもいいおもちゃ」として【感動ポイント】
　がついたおもちゃを集めて、「オークション」を　
　開催することができる。
全体の運営に関して
●　子どもたちが全体の仕組みや流れが理解できたら、『おしごとブースの運営』や『ゲームコーナーの
　企画運営』などを少しずつ子どもに委ねていき、大人はサポート役に徹しましょう！

買取
査定したポイントの数のスタンプを「とり＋かえっ
こカード」に押して、おもちゃの持ち主に渡す。

2

値付け / 陳列
買い取ったおもちゃに値札の色テープ（シール）
を貼り、商品コーナーに陳列する。
　・そこそこのおもちゃ→赤
　・まあまあのおもちゃ→黄
　・なかなかのおもちゃ→青
　・とってもいいおもちゃ→
　　　　　　　　陳列せずに別の場所で保管

3

交換（購入）
子どもたちは、自分の持っているポイントを使っ
て、他の子が持ってきたおもちゃを買う（交換す
る）ことができる。使ったポイントは、カードの「カ
エルポイント」にペンで斜線を引いて消す。

4

※『とり＋かえっこ』は、『かえっこ』の発案者である美術家の藤浩志さんの許諾を得て、

　児童館版として実施しているものです。本レシピ集では、全国共通の遊び方を紹介しています。

『かえっこ』の詳しい内容はこちら▶ https://kaekko.exblog.jp/7566607/▶ https://geco.jp/kaekko/

・「カエルポイント」や「とり＋かえっこカード」は世界共通です。ためたポイントは他の開催場所でも

　使うことができますし、定期的に開催することができれば、ポイントも引き継がれます。

・『とり＋かえっこ』の遊びのシステムを参考にして、各館・各クラブで、オリジナルのカードやポイント

　などを作ってもいいでしょう。

とり＋かえっこ
「もう遊ばないけれど、まだ使えるおもちゃ」が、「もう遊ばないけれど、まだ使えるおもちゃ」が、
きっとどこの家にも眠っているはず。そんなおもちゃを持ち寄って、きっとどこの家にも眠っているはず。そんなおもちゃを持ち寄って、

『おもちゃの交換』と『おしごと』を楽しもう！『おもちゃの交換』と『おしごと』を楽しもう！

【 用意するもの 】
　・とり＋かえっこカード　・カエルスタンプ
　・値札の色テープやシール
　・おもちゃを入れるカゴ（陳列用）
　・交換（購入）したおもちゃを入れる袋
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売る準備

買う準備

遊び方

遊び方の発展

商品を作る
・自然物（どんぐり、まつぼっくりなど）、
　身近な素材（折り紙、毛糸など）、廃材（牛乳
　パック、菓子箱など）を使って、小物を作る。
・ 商品は、子ども・職員・保護者・地域の方など、
　誰が作ってもよい。

1

お金の代わりになる「どんぐり」や「木の実」を
集める。
・  施設の近隣を散策して集める、自分の家の
　周りで集める、休みの日にでかけた先で拾う
　など、集め方は自由。

1

並んでいる商品の中から、好きなものを選んで、
値段の分だけ「木の実」を払って買う。

1

お店屋さんの店員、商品作り、お店自体の運営な
どのすべてを、子どもたちに担ってもらうことも
できる。

1

商品の値段を決めて、値札をつけ、陳列する
・あらかじめ〔最低価格・最高価格〕を決めて
　おき、商品を作った人が自ら値段をつける。

※お金の代わりとして使える木の実の一覧（標本）
　などがあるとよい。

2

集めたどんぐりなどを袋や箱などに入れ、数を数
えておく。

2

商品が売れた場合は、作った人に、「木の実」
で “ お給料 ” を払う。お給料は、〔商品の値段
の○％、一律○個〕など、適宜設定する。

2

自分が作った商品を自分で売る＝『フリーマー
ケット形式』での実施も可能。
その場合は、１人分のスペースを決めておく。
（例：バンダナ１枚分など）

2

どんぐりを拾った場所を記せるようなマップや表
を用意しておくと、参加者同士の交流にもつな
がる。

3

お店屋さんを常設にして、長期で開店することも
できる。その際は、定期的に商品を補充し、お
金の代わりになるアイテムを、どんぐりなどの木の
実に限らず、季節ごとに加えたり変えたりする。

4

この遊びは、神戸市の小型児童館が、絵本『ふゆじたくのおみせ（作：ふくざわゆみこ 福音館書店）』からひらめき

発案した『どんぐりマーケット』をもとにしています。『どんぐりマーケット』のマニュアルは、本レシピ集40貢「お

役立ちサイト」より【児童館等における遊びのプログラムマニュアル（平成30年度）】をご覧ください。

どんぐりのお店屋さん
～１日限定オープン編～

どんぐりや木の実をお金の代わりにして、どんぐりや木の実をお金の代わりにして、
売り買いができるお店屋さんが開店！売り買いができるお店屋さんが開店！
身近な自然を楽しもう！身近な自然を楽しもう！

【 用意するもの 】
商品を作る材料
　・どんぐりなどの木の実
　・折り紙や毛糸などの身近な素材
　・牛乳パックや菓子箱などの廃材　など
お店屋さんの材料
　・看板　・値札（シール、紙など）
　・持ち帰り用袋　・木の実の一覧（標本など）

番
外
編

POINT

どんぐりの保存の仕方

どんぐりの中には、虫が潜んでいることがあります。拾ってきたらまず、どんぐり虫を退治しましょう！
鍋にどんぐりがしっかり浸かるくらいの水を入
れ、火にかけます。水が沸騰する前にどんぐり
を入れ、沸騰してから5〜10分ほど茹でます。

茹でる どんぐりをビニール袋に入れ、冷凍庫で1週間
ほど冷凍させます。冷凍する

退治した後は新聞紙などの上に広げて、しっかりと乾燥させてください。乾燥が足りないと、カビが生えてしまいます。
また、保存するときは、ざるやかごなどの通気性の良い入れ物に入れておくと良いですよ。
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【あとがき】

　『遊びのレシピ集』は、子どもたちに「遊び」を届けたいとの思いで、現場のスタッフと子ど

もたちが一緒に遊べる、そして、特別な準備がなくてもできる30 の遊びを紹介しました。

　【つくってあそぼう編】は、身近で代用が効く材料を使って、簡単な手順で作れるもの、【手

軽にチャレンジ編】も身近な材料を使い、1 人でも複数でも遊ぶことができ、また、簡単なルー

ルでいくらでもアレンジできるもの、【かんたんゲーム編】は、ボードゲームから発想し、ルール

性があるものです。

　レシピ集を手にした方々が、「これならできる！」、「いつでも、どこでも、みんなでできる！」、そして、

「やってみたい」という気持ちになり、活用していただけることを願って作りました。

　現場に向き合っているスタッフの方々は、新型コロナウイルス禍で、生活が大きく変わってい

る中でも、子どもたちに、自由な発想で楽しく遊べる機会をつくっていこうと、日々の支援に奮闘

されていることと思います。

　子どもは、遊びながらたくさんのことを学び、心を豊かに育み、大人が想像する以上に、生

きていくうえで大切な力を獲得していると思います。子どもにとって遊びは生活そのものです。　

　今回、この『遊びのレシピ集』を制作する中で、私たち自身も「遊びとは何か」を改めて

考えました。そして、材料は身近なところにあふれていること、特別なルールは必要なく、単純

で何気ないことを遊びにつなげる視点を持つことが大事であると感じました。

　この『遊びのレシピ集』を活用していただき、日々の活動の中で、子どもたちとスタッフが、

心の底から楽しみ、わくわくしながら遊んでいただけること、そして、笑顔が広がっていくことを願っ

ています。

岩手県立児童館いわて子どもの森館長

いわて子どもの森　遊びのレシピ 30

発行日：2020年（令和２）12月
企画・編集・発行：岩手県立児童館いわて子どもの森

所在地：岩手県二戸郡一戸町奥中山字西田子 1468-2
TEL：0195-35-3888
FAX：0195-35-3889

URL：http://www.iwatekodomonomori.jp/

【岩手県立児童館いわて子どもの森とは】
　豊かな自然環境に囲まれた一戸町奥中山高原西岳山麓に、全国で 22

番目の大型児童館として、2003 年（平成 15）5 月５日にオープン。

　合言葉は、「おとなも 子どもも のんびり ゆっくり　ぽけーっとしようよ」

　子どもたちが、五感を使って多様な遊び体験ができるよう、開館当初

よりソフト主体による館運営の考え方を一貫して取り入れ、さまざまな遊

びのプログラム（ワークショップ）を企画・実施している。

　子ども自身の自主性や主体性を大切に、「楽しさ」や「感動」「発見」

に出会える遊び体験の充実を進めるとともに、県内の児童館等のネット

ワーク作り及び遊びの普及啓発にも取り組んでいる。
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岩手県立児童館 いわて子どもの森


